
＜１年生生活科・学校のまわりを探検しよう！ ～その２＞
せ い か つ か たんけん

7/15、中根小１年生生活科の、学校のまわりの生き物探しの続きです。
せいかつか ものさが

①エノキ Celtis sinensis (ニレ科)

観察ビンゴに載せた絵はこの写真です。これもず
かんさつ の え しゃしん

いぶんと大きな木でしたね。根もとがタコの足のよ
ね あし

うで、思わず「すご～い」という声がでました。熱帯
おも こえ ねったい

の、根もとがロケットの羽のようになった木の写真
ね はね しゃしん

にもびっくりでしたね。エノキもさらにもっと大き

くなると、根もとが板 状に広がることもあるようで
ね いたじょう ひろ

すよ。

②イチョウ Ginkgo biloba (イチョウ科) ビンゴにあった「おちている木のみ」では、ま

ず最初にカヤの実、続いてヤマグワ、サンショウと見
さいしょ み つづ み

つけましたが、さらに神社の奥へ目を向けるとまだ
じんじゃ おく め む

緑 色の実がたくさん落ちていました(上)。初め、「何
みどりいろ み お はじ なん

の実だろう？」と首をかしげていましたが、一緒に落
み くび いっしょ お

ちている葉を見て分かりましたね。秋に黄色の葉が
は み わ あき き い ろ は

きれいなイチョウでした。２日前には下左のような

たくさんの実をつけた枝も落ちていましたが、きれ
み えだ お

いに掃除しているようで、この
そ う じ

日は落ちている実の数も少なく
お み かず すく

なっていました。近くにイチョ
ちか

ウの子ども(下右)が出ていまし
で

たが、これは秋に落ちた実から育
あき お み そだ

ったもので、今落ちている実は芽
いま お み め

を出すことなく終わります。 (※ カヤやイチョウは裸子植物なので本 当は「実」とは呼べません。)
だ お らししょくぶつ ほんとう み よ

③コブシ Magnolia praecocissima (モクレン科) 長い毛におおわれたコブシの
なが け

花芽(左)を見つけてくれ
は な め み

た子がいました。もう冬
ふゆ

の準備をしているのです
じゅんび

ね。近くには緑 色の実が
ちか みどりいろ み

膨らんできていました
ふく

(右)。【理科支援員・宮内】
みやうち
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